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Abstract: Atmospheric refraction has become less common in today’s astronomy, because 
position astronomy is not important for many astronomers. Therefore there is hardly available 
tables that allows easy finding atmospheric refraction without troublesome calculations. 
Atmospheric refraction is, however, still essential knowledge in the astronomical observation as 
one of the activities of education. For high school and college students observing the position of 
the stars, planets, moon and sun, I created atmospheric refraction tables based on Radou’s 
tables in the astronomical ephemeris published by Japan Coast Guard Marine Information 
Department in 2009. These tables and method can be viewed and downloaded at Konan 
University Repository.    
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望遠鏡内の視野 と 方位角/高度の読み取り窓（下） 
林　慶一12























表 1 は標準状態の大気（緯度 45°，標高 0 m，気温 0 ℃，水銀蒸気圧 760 mm=1013.25 hPa），水蒸気圧 6 
mm）における大気差表で，1979 年版のフランス暦に示されたものを海上保安庁が「天体位置表」（2010 年
版）に簡約して掲載したものを元に，次のような改良を行った． 
(1) 視高度，大気差，視高度 10′ごとの差分の単位が 1 行目以外は省略されて数字列になっていたのを，すべ
ての数字に °，′，″の単位を付すことで，該当行だけで各欄の数値をミスなく読み取れるようにした． 
(2) 視高度が 18°までは 10′ごとに，25°までは 20′ごとに 31°までは 30′ごとに，54°までは 1°ごと






で探し，次に ② その行の第２列（中央列）でその視高度における大気差を確認し，③ この表を使うために①














正は第 2 改正と呼ばれる． 
5.2気温による改正（第1改正） 
表 2 は気温が標準状態の 0 ℃からずれていることによって生じる大気差の値を示したもので，5.1 の標準状
態で求められた値に改正すべき値である．前記の海上保安庁の「天体位置表」（2010 年版）を元に，次のような
改良を行った． 











 表 2 は，次のように利用する．横軸に視高度，縦軸に気温が，飛び飛びの値で示されているので，それぞれ












気温による改正値Ｒ１＝Ｒ０＋Ｒ０ A α（1+0.00367ｔ）/（1+κｔ） ---------- ① 
ここで，Ａ＝（−0.00383ｔ）/（1+0.00367ｔ）で，αおよびκは表 3 に掲げた値である． 
 
なお，視高度 10°以上では，κ＝ 0.00367 となるため，①式は， 
Ｒ１＝Ｒ０＋Ｒ０ A α ---------- ② 
となり，さらに視高度 45°以上では，α＝1 となるため，①式はさらに， 








表 4 は気温が標準状態の 1 気圧からずれていることによって生じる大気差の値を示したもので，5.1 の標準状








 表 4 は，次のように利用する．横軸に視高度，縦軸に気圧が，飛び飛びの値で示されているので，それぞれ
について観測値を挟む 2 つの改正値 4 つを見て，按分により数値を求める。ほとんどの場合に，この表により
改正値の影響を見積もることができる．表からわかるように 1 気圧からの気圧のずれによる大気差への効果は
気温による効果よりも 1 桁ほど小さく，観測機器の精度が多くの場合 20″程度以上であることを考慮すると，
実際的には，地平線近くの太陽や月，明るい惑星を観測する場合に考慮する必要があるという程度である．  
これをもう少し詳しく見てみると，方位角や高度を測定する際に用いる経緯儀（セオドライト）では 20″程
度の精度があるので，これと同じ−20″を越える改正は，高度 3°という低い天体では 990hPa 以下になると必
要であるが，高度 5°以上の天体ならば 980hPa でも補正の必要はなくなる．通常の地上環境では視高度 10°
以下になると大気による吸光に加えて地上光の影響も大きくなっての天体観測が難しくなるので，実際に影響が
出てくるのは例外的な観測の場合と言える．  




大気圧をＨ（hPa）として，まずＢ＝ Ｈ / 1013.25 −１を求め，これを用いた次式で求まる． 
気圧による改正値Ｒ2＝Ｒ１ Ｂ β ---------- ④ 
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